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長
浜
縮
緬
峨
業
の
専
売
と
株
仲
間

長
浜
縮
緬
機
業
の
専
売
と
株
仲
間

1
1
i織
元

の

役

割

を

中

心

に

1

1

織
元
の
成
立

拙
稿
司
長
浜
縮
緬
機
業
に
お
げ
る
農
村
の
織
元
の
成
立
L

(

「
中
部
経
晋

学
界
」
六
号
)
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
長
浜
縮
緬
機
業
は
、
琵
琶
湖

の
東
岸
り
長
浜
平
野
町
姉
川
・
草
野
川
・
高
月
川
の
落
合
う
デ
ル
タ
地
川
市

を
中
心
と
す
る
農
村
に
、
彦
根
藩
や
そ
の
他
の
諸
藩
の
貢
粗
の
重
圧
と
い

う
雁
史
的
条
件
と
、
毎
年
の
水
災
と
い
う
地
理
的
条
件
を
契
機
と
し
て
、

農
民
の
再
生
産
維
持
の
た
め
、
丹
後
縮
刷
機
業
を
通
じ
て
、
京
都
西
肺
肝
心

高
度
の
技
術
が
、
宝
輝
一
一
年
(
一
』
五
二
)
二
片
に
導
入
さ
れ
て
成
立
し

た
も
の
で
あ
る
。

だ
が
著
惨
禁
止
令
と
い
う
経
済
列
強
制
の
た
め
に
、
農
村
内
部
に
局
地

的
市
場
を
見
出
し
え
な
い
の
で
、
縮
緬
町
而
場
は
、
西
陣
が
中
央
幕
府
権

力
に
よ
っ
て
独
占
的
に
保
証
さ
れ
て
い
あ
、
京
都
市
場
に
割
こ
む
以
外
に

見
出
し
え
な
か
っ
た
。
こ
の
良
民
側
の
市
場
獲
得
運
動
の
先
現
に
立
っ
た

第
八
十
七
巻

五
六

四
ノ、

第
一
一
一
号

島

康

雄

の
が
、
難
波
村
で
そ
れ
ぞ
れ
五
機
を
持
つ
、
林
助
と
庄
九
郎
と
い
う
一
一
人

の
村
役
人
層
で
あ
っ
て
、
『
其
節
機
屋
仲
間
度
々
寄
合
相
談
JL上
、
難
波

村
林
介
・
権
太
夫
(
庄
九
郎
の
こ
乙
を
さ
す
一
一
島
〉
惣
代
に
頼
、
御

奉
行
様
へ
御
閥
奉
中
上
候
』
(
明
和
八
年
一
月
「
織
屋
申
A
R
書
の
覚
」
)
と

い
う
よ
う
に
、
こ
の
二
人
は
す
で
に
商
品
生
産
者
に
転
化
し
つ
つ
あ
る
農

民
周
の
、
間
接
的
な
参
加
を
背
広
と
し
て
、
京
都
二
条
役
所
に
た
い
し
て

市
場
開
放
の
運
動
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
新
興
農
村
機
業
か
ら
の

貰
租
増
収
を
め
さ
す
彦
根
穣
の
、
二
条
役
所
へ
の
働
き
か
け
も
あ
っ
て
、

つ
い
に
守
府
九
年
一
一
月
に
京
都
市
場
は
、
長
浜
農
村
縮
細
機
業
に
開
放

さ
れ
た
。

彦
根
蒋
は
た
だ
ち
に
専
売
機
棋
の
確
立
に
つ
と
め
、
林
朗
・
一
日
九
郎
白

二
人
を
農
民
側
か
ら
遊
離
さ
せ
て
、
品
惜
の
専
売
機
桝
の
中
に
抱
き
こ
む
た

め
に
、
「
織
屋
之
元
締
」
(
省
略
し
て
「
織
元
」
)
と
い
う
特
権
的
な
地
位

に
在
命
L
、
す
べ
て
の
縮
縮
製
品
に
検
印
を
打
つ
こ
と
を
強
制
し
、
そ
の



代
償
と
し
て
縮
紙
一
巻
に
つ
い
て
銀
一
分
づ
つ
を
二
人
に
与
え
る
こ
と
を

制
度
化
し
た
。
そ
し
て
二
人
は
こ
の
「
甘
い
簡
」
に
よ
っ
て
、
藩
の
専
売

益
金
収
奪
の
た
め
の
「
忠
実
な
る
番
犬
」
へ
の
改
宗
を
替
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
『
御
年
貢
縮
緬
之
儀
は
、
彦
根
様
御
印
奉
請
、
井
織
元
之
印
京
都

近
江
屋
喜
六
殴
印
を
加
へ
、
則
右
喜
六
殿
方
を
む
州
縮
緬
売
所
と
被
為
遊

御
定
候
』
(
天
明
五
年
「
乍
恐
以
者
什
御
駅
構
申
上
候
」
)
と
い
う
専
売
制

度
が
確
立
し
た
。
か
く
し
て
織
屋
た
ち
は
縮
刷
一
巻
に
つ
い
て
、
彦
根
落

の
専
売
益
金
と
し
て
銀
三
分
、
近

π屋
白
印
料
と
し
て
銀
二
分
、
さ
ら
に

彼
ら
を
裏
切
っ
て
村
落
内
部
に
お
い
て
農
民
的
商
品
生
産
と
の
対
立
を
一
日

し
は
じ
め
た
、
織
元
の
林
助
庄
九
郎
に
た
い
し
て
銀
一
分
、
合
計
銀
六

分
を
収
奪
さ
れ
る
ζ

と
に
な
勺
た
。

乙
の
よ
う
な
経
過
の
う
ち
に
成
立
レ
た
織
一
五
は
、
明
治
維
新
に
い
た
る

一二

O
年
の
問
、
林
助
庄
九
郎
の
二
人
の
家
だ
け
に
許
さ
れ
た
特
権
的

な
称
号
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
長
浜
縮
細
機
業
の
発
展
の
中
で
、
織
元

が
ど
の
よ
う
な
機
揺
を
果
し
た
か
を
分
析
す
る
の
が
、
本
稿
の
目
的
で
あ

司令。
な
お
引
用
し
た
文
書
は
特
に
こ
之
わ
ら
な
い
か
ぎ
り
、
す
べ
て
滋
賀
県

東
浅
升
郡
難
波
判
の
中
村
家
文
書
で
あ
る
。

専
売
白
成
立
と
織
元
の
機
能

こ
の
よ
う
に
京
都
巾
場
の
開
放
は
、
厳
重
な
彦
根
講
の
専
売
機
構
を
通

じ
て
の
縮
刷
販
売
と
い
う
制
約
の
下
に
行
わ
れ
た
が
、
と
も
か
く
大
市
場

日
正
浜
細
細
機
業
の
専
士
山
と
株
仲
間

が
確
保
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
長
浜
地
方
の
縮
緬
生
産
最
は
急
速
に
上
井

し
、
長
浜
平
野
の
村
々
へ
惨
透
し
て
い
っ
た
。
こ
の
地
方
ほ
京
都
に
近
い

重
要
地
域
で
あ
る
の
で
、
大
き
な
反
幕
勢
力
の
出
現
を
嫌
っ
た
幕
府
に
よ

っ
て
、
徹
底
的
な
入
組
支
配
が
行
わ
れ
、
多
数
の
遠
国
大
名
領
目
代
官

領
・
旗
本
領
・
社
寺
領
色
、
彦
根
・
膳
所
・
水
口
・
大
溝
・
堅
田
を
始
め

と
す
る
近
江
諸
大
名
の
領
地
に
細
分
さ
わ
、
混
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

縮
緬
は
難
波
村
・
田
村
・
中
村
・
上
八
木
村
八
幡
村
東
村
・
新
圧
中

村
・
八
幡
中
山
村
な
ど
の
彦
根
藩
領
の
み
な
ら
ず
、
他
領
の
村
々
に
も
払

が
っ
て
い
っ
た
。

こ
れ
ら
の
他
領
織
毘
た
ち
は
、
「
彦
根
納
御
年
貢
縮
細
説
機
」
と
い
う

名
目
で
織
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
「
彦
根
様
御
年
貢
納
縮
納
各
御
両
家

懸
機
と
し
て
被
抑
付
、
兼
て
御
持
法
之
通
急
度
相
守
痕
世
相
続
仕
、
難
ム
刊

仕
合
奉
存
候
』
(
明
和
七
年
二
一
月
、
他
領
織
屋
二
五
村
九

A

一
人
連
名
。

口
上
書
)
の
「
懸
機
」
の
意
味
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
九
二
人
目
織
屋

が
全
員
織
元
か
ら
原
料
舟
さ
ら
に
働
道
具
の
前
貸
を
受
け
て
い
た
と
は
考

え
ら
れ
な
い
の
で
、
専
売
の
検
印
を
押
す
「
織
元
l
印
一
五
」
の
統
制
を
受

け
て
い
る
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
、
他
領
の
織
屋
た
ち
も
難
波

村
の
二
人
の
織
元
か
ら
、
直
接
的
支
配
を
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
だ
が

織
元
は
、
こ
の
よ
う
な
政
治
的
支
配
だ
け
で
は
な
く
、
経
済
的
に
も
大
き

な
力
を
持
っ
て
い
た
。

『
乍
恐
以
書
付
制
届
ケ
ボ
昨
上
候

第
八
十
七
巻

四
七

第
三
村

民
対
郡
蹴
渡
村

:Ji. 

じ



長
浜
縮
削
機
菜
の
事
完
と
株
仲
間

一
、
同
郡
御
他
領
東
何
守
村
へ
、
信
楽
御
代
官
所
よ
り
左
之
趣
御
苫
付
ヲ

以
、
御
尋
棋
遊
候
、

一
、
難
波
村
庄
九
郎
と
中
者
、
東
相
守
村
縮
制
撤
候
義
相
同
メ
候
慌
一
一
相

聞
江
候
、
右
庄
九
郎
方
よ
り
彦
根
様
へ
御
年
貢
ニ
柑
納
、
彦
根
よ
り
於
京

都
御
売
払
一
一
相
成
、
外
村
一
一
縮
緬
撒
候
義
彦
恨
開
よ
り
御
間
メ
被
成
候
訳
、

京
福
寺
村
之
者
共
、
庄
九
郎
方
よ
り
糸
請
取
候
て
、
下
仕
事
仕
出
、
彦
根

領
之
外
縮
緬
織
候
事
決
℃
相
成
市
候
与
有
之
侯
此
、

t
彦
根
領
縮
緬
織
初

メ
候
節
、
御
領
村
ニ
何
棟
義
一
一
テ
軒
メ
理
組
斗
融
侯
与
申
義
、
彦
根
飼
之

方
へ
扶
之
承
合
可
申
山
候
事
、
右
之
趣
京
栢
寺
村
よ
り
写
書
被
指
魁
候
所
、

左
之
趨
御
逗
拝
中
上
侯
と
被
申
越
候
、

一
、
(
前
略
〕
尤
当
村
ン
山
内
一
一
織
候
者
共
を
、
難
波
村
指
団
メ
義
ニ
て
は

無
御
陪
候
、
元
手
薄
キ
者
共
工
て
御
座
候
閥
、
右
難
波
村
庄
九
郎
手
間
賃

機
織
申
侯
て
渡
世
仕
侯
、
右
中
上
院
通
相
違
無
岬
座
候
、
以
上

玄
十
月

江
州
浅
井
郡
東
福
寺
村

庄

匡

甚

右

南

門

信

楽

御

役

所

年

寄

入

右

曲

門

十
山
之
趣
御
返
容
申
上
候
段
被
中
越
憧
-
一
利
‘
乍
恐
御
届
ケ
幸
市
上
候
、

以
よ

明
和
凶
年
玄
十
月
廿
六
日

難
波
村

林

介

庄

九

ftll 

第
八
十
じ
巻

四
ノ1

自3

号

王王

ノ1

御

辛

行

機

』

乙
の
文
書
に
よ
る
と
東
福
寺
村
ハ
曽
根
村
の
中
)
で
は
、
「
元
手
薄
キ

者
共
」
す
な
わ
ち
自
ら
郎
料
機
道
具
な
ど
を
所
有
で
き
な
い
貧
農
た
ち

は
、
織
元
正
九
郎
の
手
間
賃
機
を
織
っ
て
生
活
し
、
ま
た
庄
九
郎
か
ら
舟

を
受
取
っ
て
い
た
こ
之
が
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
織
元
は
、
専
売
過

程
に
お
い
て
縮
緬
に
検
印
を
押
す
政
治
的
役
割
と
と
も
に
、
経
済
的
に
は

こ
の
蓄
積
さ
れ
た
印
料
を
資
本
と
ず
る
前
貸
資
本
家
と
し
て
、
貧
農
園
間
の

織
匿
を
支
配
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
東
福
寺
村
以
外
り
村
に
た
い
し
て
も

同
様
で
あ
っ
た
之
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
長
浜
周
辺
の
農
村
で
は
、
彦
根
藩
領
で
あ
る
か
他
領
で
あ

る
か
を
問
わ
ず
、
織
一
耳
の
統
制
に
従
っ
て
所
定
の
印
料
を
払
え
ば
、
彦
根

藩
D
専
売
商
品
と
し
て
京
都
市
場
へ
販
売
き
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

他
億
株
仲
間
の
結
成

明
和
七
牛
(
一
七
七
心
〉
一
一
一
月
に
な
る
色
、
他
領
二
五
村
の
織
屋
九

二
人
は
、
連
名
の
口
上
書
を
織
元
に
提
出
し
、
株
仲
間
の
結
成
を
願
出
た
。

「

口

上

書

以
山
車
問
附
御
問
中
上
候

一
、
彦
根
捷
御
年
貢
納
縮
縮
、
各
御
両
家
懸
機
と
し
て
被
仰
付
、
兼
て
御

提
法
之
通
急
度
相
守
、
渡
世
相
続
仕
、
難
有
仕
合
事
存
伎
、
然
処
追
々
織

屋
多
相
成
悼
え
ば
、
自
然
心
得
違
品
者
御
座
慌
て
は
奉
恐
入
、
尚
又
仲
間

難
世
に
相
成
候
に
刊
、
往
々
ソ
抹
為
不
仕
、
下
機
株
札
頂
戴
被
仰
付
被
下



m
阻
候
様
、
兼
て
一
統
御
駅
山
市
中
上
皮
存
念
に
御
座
幌
、
芳
以
銘
々
村
役
前

へ
和
師
、
夫
々
御
他
領
所
ヘ
御
同
も
相
続
粧
え
ば
、
猶
々
以

Mr収
様
御
前

直
之
程
、
難
有
仕
令
L
ζ

お
や
存
候
、
就
大
京
大
坂
井
に
諸
国
売

ι之
儀
は
不

及
中
に
、
仮
令
銘
々
御
髄
主
よ
り
御
用
被
仰
付
侯
北
ハ
、
彦
根
慌
御
極
印
請

Tm
申
、
縮
細
少
分
之
切
に
て
も
恒
捌
仕
問
販
候
、
若
心
得
連
社
候
者
御
座

候
は
ぱ
、
御
提
怯
之
御
睡
は
切
論
、
如
何
様
御
沙
汰
被
為
仰
出
候
持
、
其

時
二
一
酉
之
御
断
申
上
岡
敬
候
、
何
卒
何
村
誠
分
と
中
御
即
札
頂
戴
被
仰
付

被
下
世
候
様
、
御
附
奉
市
上
候
、
依
之
仲
間
一
日
決
心
よ
趣
御
同
脊
、
為

後
日
一
紙
述
印
を
以
御
願
奉
中
上
候
、
右
之
趨
宜
御
願
上
可
成
下
候
様
、

幾
重
に
も
御
胴
申
上
候
、
以
上

明
和
じ
年
庶
寅
十
一
月

南

一

院

村

三

六

名

川

道

村

・

ソ

子

村

各

九

名

落

合

村

大

名

官

部

村

新

井

村

・

八

木

浜

村

各

三

名

弓

削

村

錦

織

村

・

中

浜

村

野

瀬

村

各

二

名

大
浜
村
・
富
日
村
十
九
村
・
小
吉
村
府
国
村
酢
村
・
五

村
山
本
村
津
野
里
村
・
大
寺
村
・
大
井
村
・
日
分
間
村
・

田

川

村

鍛

冶

匡

村

各

一

名

(
全
九
一
名
-
名
前
は
省
略
EE--:
一
一
島
)

雛
桂
村

馳
本

林
助
殴

長
浜
縮
緬
機
業
の
専
売
と
株
仲
間

庄

九

山

殿

」

こ
の
よ
う
に
他
領
織
屋
が
在
株
制
の
結
成
を
願
出
た
円
的
は
、
彦
根
落

は
こ
の
地
方
の
最
も
有
力
な
大
帝
で
あ
り
、
す
で
に
官
暦
一

O
年
に
西
陣

の
独
占
し
て
い
た
京
都
市
場
を
開
放
さ
せ
、
藩
権
力
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ

た
専
売
ル
ー
ト
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
彦
根
藩
傾
の
村
々
主
同
じ
条
件
で

縮
細
販
売
を
維
持
す
る
た
め
に
、
株
仲
間
を
結
成
し

γ
藩
の
統
制
を
受
け

た
方
が
有
利
》
」
考
え
た
為
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
「
御
領
主
よ
り
御

川
を
仰
付
け
ら
れ
て
も
、
彦
根
藩
の
御
印
官
受
け
な
い
で
、
少
し
の
縮
細

切
端
で
も
取
捌
き
は
い
た

L
ま
せ
ん
」
と
い
う
者
藩
領
域
閤
の
封
建
的
制

約
を
こ
え
た
誓
い
を
立
亡
、
さ
ら
に
請
書
に
も
、
「
苦
心
得
連
之
者
御
座

候
は
い
A

、
機
道
具
不
残
仲
間
へ
取
上
、
早
速
指
上
可
申
候
、
其
上
郁
何
様

之
御
沙
汰
被
仰
出
侯
共
、
共
時
一
言
之
御
断
申
仁
間
敷
候
』
(
明
和
七
年

一
二
月
「
一
札
之
事
」
)
と
、
株
仲
間
が
彦
根
藩
の
統
制
に
絶
対
に
服
す
こ

と
を
前
提
k
し
て
、
願
出
た
の
で
あ
っ
た

U

ま
た
多
額
の
印
料
を
収
奪
さ
れ
つ
つ
も
、
縮
制
生
産
が
苦
L
い
農
民
生

活
白
再
生
産
と
、
匹
芽
的
利
潤
の
蓄
積
の
た
め
に
大
き
な
意
義
を
持
っ
て

い
た
の
で
、
中
農
貧
農
を
ふ
く
む
広
い
農
民
層
へ
拡
が
っ
て
ゆ
く
傾
向
に

あ
り
、
宝
婚
八
年
に
は
全
部
で
六

O
一
円
で
あ
っ
た
の
が
、
明
和
九
年
(
一

四
年
後
)
に
は
他
領
織
屋
だ
け
で
一
一

O
戸
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
出

株
仲
間
結
成
に
よ
っ
て
新
規
の
業
者
の
発
生
を
防
ぎ
、
生
産
者
白
数
を
一

定
に
保
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
商
品
生
産
の
無
統
制
に
基
く
価
格
変
動
を
、

防
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
図
を
も
持
っ
て
い
た
。

l司

第
八
十
七
巻

四
九

第

号

ヲ王
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長
浜
縮
緬
機
業
の
尊
売
と
株
仲
間

代官仕、阜、は、相昨月J [lJ然 「

、根候、北、夫、増以ヰ申る、
明私桐て、議、々、慌紛被義所共
和共役は、ぁ、之、は敷下難近御以
九御所一、っ、元、ぱ 仕置 斗年 置害
年問lへ統、ら、株、、 形 候 御 微 分 付
辰申御指、ヘ、ょ、推、無様Hfi屋御御
十上岡 l宜、 j賞、り、丹、之御候共年開
月候被に、に、御、ヶ、仕願に相貰時

、成相、て、提、株、度可十l増納上
以下也、渡、井、;1，、辛被、申縮候
上院申、世、話、っ、駅下比候緬

様候、イi、定、ら、候侯度に、
奉に候、共、へ、 、、あ付先
岡付議、急、機、 初然つ、年
候、に、度、と、論るら 11' よ
、御{初、;"旬、卒、融上へ柿り

依印也、桐、御、 尾 は 機 緬 口
土木L候、守、印 、御兼耐と機
織之ぇ、、札、 定て尾 Eド 織
胃蒜ば、地困、被仰を立立
中末、屋戴、成定御、渡
百闘張、為仕、 f法定狼世
恰住之、仕・候急被之仕
軒、議、度分、 上 度 成 仕 来
土右共、奉株、、相下形り
為之問、存之、 ut守、出申
惣腫来、侯分、後 、 御 来 候

、 、

御
他
値
織
屋
仲
間
年
行
司

市
沢
村
方
五
右
南
門

同

村

杢

右

衛

門

川

道

村

九

左

衛

門

跡

織

村

善

三

郎

曽

根

村

忠

左

荷

門

官
制
川
村
甚
布
荷
門

機
元
帥
惜
波
材

料
別
殿

第
八
十
七
巻

五
O 

第

号

。

庄

九

郎

臨

』

す
な
わ
ち
増
加
し
て
ゆ
く
織
屋
を
、
織
屋
仲
間
の
年
行
司
だ
け
で
は
統

制
が
と
れ
な
く
な
り
、
株
仲
間
結
成
に
上
る
強
力
な
生
産
統
制
合
必
要
と

す
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
彦
根
藩
の
規
制
に
よ
っ
て
、
既
得
権
安
擁
護
し

よ
う
と
い
う
意
図
を
ふ
く
ん
で
い
た
。

仕
仲
介
庄
九
郎
の
二
人
の
織
元
は
、
こ
の
口
上
書
乞
彦
根
藩
北
筋
奉
行

所
へ
取
次
い
だ
。
も
ち
ろ
ん
彦
根
藩
に
と
っ
て
も
、
他
領
縮
緬
岸
仲
間
の

結
成
は
、
各
藩
償
に
散
ら
ば
る
織
屋
連
中
を
統
制
し
て
、
専
売
機
構
の
中

に
組
入
れ
る
の
に
非
常
に
都
合
が
よ
い
の
で
、
同
一

O
月
に
「
御
年
貢
納

縮
制
あ
つ
ら
へ
機
株
御
印
札
」
を
、
二
人
の
轡
五
を
辺
じ
て
他
領
織
屋
連

中
に
下
付
し
た
。

『
御
詰
一
証
文
之
事

一
、
其
御
領
分
御
年
一
民
納
縮
軸
あ
つ
ら
へ
機
株
御
印
札
之
儀
、
先
達
て
段

々
御
願
申
上
候
処
、
各
々
方
よ
り
吾
恨
御
役
所
へ
御
間
被
下
候
に
付
、
御

聞
届
け
被
下
置
、
各
々
方
へ
御
印
札
頂
法
被
成
、
私
共
へ
銘
々
御
渡
し
被

下
、
難
有
頂
蚊
仕
候
、
然
る
上
は
榔
印
札
御
表
書
之
通
り
承
知
仕
り
、
欄

錠
法
急
度
相
守
可
申
候
、
万
一
御
持
法
相
背
候
前
山
米
仕
候
は
ば
、
右
御

印
札
は
物
論
、
機
道
具
悉
御
収
上
げ
可
被
成
旨
御
一
問
事
申
上
候
、
然
る
上

は
若
違
背
仕
候
者
於
有
之
昔
、
仲
間
中
よ
り
御
印
札
剖
機
道
具
不
残
取
上

げ
、
各
ム
ベ
方
へ
急
度
相
渡
し
可
申
侯
、
其
上
蜘
何
様
之
御
特
め
被
仰
付
候

と
も
可
本
畏
候
、
若
又
機
掛
川
相
止
め
候
者
御
座
候
は
ば
、
御
印
札
返
上
可

仕
候
、
為
後
日
辿
判
克
之
辿
、
御
詰
証
主
的
て
如
件



明
和
九
年
以
ノ
イ
月

南

慎

村

四

心

名

曽

根

村

一

一

名

落

合

村

川

道

村

各

七

各

中

浜

村

五

名

野

寺

村

四

名

新

井

村

八

木

恨

村

脊

三

有

弓

削

村

・

野

勢

村

・

宮

部

村

各

二

名

錦
織
村
・
小
嗣
げ
川
田
村
小
倉
村
・
速
水
村
山
本
村
・
津
且

村
-
富
旧
村
十
九
村
・
大
浜
村
・
口
分
田
村
・
大
井
村
・
唐

国
村
月
ケ
蹴
村
大
寺
村
田
川
村
・
鍛
冶
屋
村
・
五
む

ら

・

聞

む

ら

各

一

名

一一一色同)

(
合
一

C
四
弔
、
名
前
は
省
略

御
他
髄
撤
屋
仲
間
辰
ノ
年
行
事

官問 I11錦 "m 
部恨道織 浜
村村村村 村

左
五
右
衛
門

杢

右

衛

門

善

三

郎

九

右

衛

門

忠

左

衛

門

甚

右

衛

門

織
元
難
故
村林

助
融

長
浜
縮
緬
機
業
の
専
売
と
株
仲
間

c_ 

庄
九
郎
殿

か
く
し
て
ま
ず
他
領
織
屋
株
仲
間
が
結
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
一
一
人

の
織
元
は
株
仲
間
に
た
い
し
て
も
大
き
な
権
限
を
も
ち
、
こ
れ
ま
で
の

「
鰍
屋
之
元
締
」
と
し
て
検
印
を
押
す
役
目
白
他
に
、
株
仲
間
結
成
D
時

に
は
彦
根
藩
白
命
令
官
う
け
て
株
札
を
農
民
に
下
山
刊
し
、
「
銘
々
御
印
札

頂
戴
仕
毎
に
、
御
口
達
御
蛇
JL趣
、
織
元
側
向
家
に
て
共
に
被
仰
問
、
慌

に
承
知
仕
罷
孔
候
い
(
天
明
三
年
六
月
「
以
脊
什
御
願
申
上
候
」
)
す
な
わ

ち
印
制
を
下
付
す
る
ご
ー
と
に
、
織
最
に
彦
根
藩
の
提
書
を
読
聞
か
せ
、
そ

の
後
も
藩
の
株
仲
間
統
制
処
罰
機
関
と
し
て
の
廿
格
を
持
ち
、
も

L
株
仲

間
規
制
を
破
る
者
が
現
わ
れ
た
場
合
に
は
、
印
札
な
ら
び
に
機
道
具
を
一

切
取
上
げ
る
と
い
う
、
苛
酷
な
任
務
官
帯
び
て
い
た
り
で
あ
る
ο

他
制
縮
綱
株
仲
間
は
成
立
と
同
時
に
、
仲
間
成
員
四
問
を
内
部
的
に
規

制
す
る
、
次
の
よ
う
な
定
書
を
出
し
た
。

『

定

一
、
御
公
儀
樺
御
法
度
之
趣
、
堅
相
守
可
申
事
、

一
、
彦
根
様
御
年
頁
納
縮
緬
に
付
、
先
年
よ
り
あ
つ
ら
へ
機
織
来
り
渡
世

仕
、
難
有
仕
合
奉
存
供
、
然
処
近
年
糊
屋
仲
間
増
益
仕
候
に
付
、
狼
之
義

も
離
計
思
召
、
今
般
機
株
御
印
札
被
降
置
、
銘
L
R

難
有
頂
戴
仕
候
、
然
る

上
は
御
印
札
表
書
之
通
御
大
事
に
相
守
可
申
事
、
並
仲
間
荷
定
之
義
は
、

今
般
機
株
御
札
頂
誠
仕
候
人
数
百
拾
相
之
他
、
新
規
に
分
株
心
願
有
之
院

は
ば
、
元
株
兄
弟
チ
息
弟
子
迄
は
先
年
之
通
、
来
入
金
壱
両
つ
つ
に
て
分

株
相
願
為
致
度
可
申
事
、
併
息
子
縁
付
に
分
株
は
相
成
申
悶
蚊
事
、
若
又

第
八
十
七
巻

五

第
三
号

一』ノ、



長
訳
縮
頼
械
業
の
専
売
と
株
仲
間

外
よ
り
新
規
に
仲
間
入
の
願
有
之
候
は
ば
、
来
入
金
桁
同
づ
っ
に
て
相
定
、

参
去
の
間
航
踊
仕
、
其
上
御
用
所
へ
御
窺
中
上
相
叶
申
候
は
ば
、
誰
分
株

宝
配
と
仕
可
申
事
、

一
、
掛
機
之
義
は
是
也
致
来
候
株
は
、
掛
臨
料
金
壱
両
づ
つ
に
て
為
致
可

申
候
、
向
後
は
掛
械
に
叫
し
申
事
は
監
く
停
止
の
山
帯
、

一
、
年
頭
八
朔
(
元
日
L
K

八
月
一
日
)
御
印
元
へ
銀
弐
円
つ
つ
行
事
為
総

代
御
祝
儀
相
勤
可
申
候
、
並
に
行
事
五
人
宛
に
て
士
官
ケ
年
替
り
に
相
勤
可

時
候
、
最
正
月
七
月
両
度
参
会
は
諸
事
時
合
等
可
致
事
、

一
、
奉
公
人
之
儀
は
、
先
年
よ
り
少
し
に
て
も
拝
構
之
者
、
堅
相
抱
中
間

敷
事
、
融
人
枯
金
は
大
方
壱
ヶ
年
に
付
金
弐
刊
づ
っ
、
年
季
之
儀
は
十
ヶ

年
拾
両
白
棋
を
以
て
、
年
数
相
応
に
相
渡
司
中
候
、
井
に
仲
間
之
狸
ケ
間

致
事
有
之
候
か
、
又
は
巾
条
出
来
之
副
位
行
事
方
ヘ
昨
入
候
て
、
埠
明
可

申
儀
は
事
着
可
致
事
、
若
又
不
能
了
間
候
義
は
、
総
仲
間
へ
中
山
L
一評定

及
相
談
可
事
、

一
、
極
印
詩
御
改
機
之
内
、
休
機
に
て
も
公
用
方
折
目
急
度
出
し
而
申
候
、

若
又
不
手
都
合
に
付
件
機
之
願
有
之
慌
は
ば
、
諸
事
雑
用
可
為
月
捨
事
、

一
、
分
ケ
株
離
入
之
湖
、
御
印
克
へ
餌
弐
問
づ
っ
為
神
代
持
参
仕
、
「
打
事

同
道
に
て

E
見
可
致
事
、

一
、
帯
機
に
耐
士
モ
同
弐
升
づ
っ
極
印
為
御
礼
、
御
印
元
ヘ
追
し
可
申
事
、

一
、
糸
く
り
貫
は
、
四
季
共
に
両
下
致
問
敷
市
帯
、

右
之
趣
総
連
中
堅
く
相
守
川
巾
楓
也
、
為
其
銘
々
印
形
如
刊
、

御
他
領
職
屋
仲
間
述
名
」
(
中
川
家
主
軒
)

第
八
十
七
巻

五

第
三
号

プミ

す
な
わ
ち
元
株
所
有
者
の
兄
弟
息
子
・
弟
子
に
は
、
衆
入
金
一
一
円
づ
っ

で
分
株
を
許

L
、
息
f
が
養
子
に
行
く
場
合
は
分
株
を
許
さ
ず
、
外
部
か

ら
の
新
規
加
入
君
望
者
は
、
衆
入
金
一

O
内
を
徴
収
し
た
上
で
、
御
印
所

す
な
わ
ち
代
官
所
の
司
可
を
え
て
、
分
株
官
許
し
た
。
ま
た
奉
公
人
の
給

金
と
市
く
り
貨
の
水
準
を
定
め
る
と
と
に
よ
っ
て
、
機
業
の
安
定
を
は
か

っ
た
。
さ
ら
に
株
仲
間
に
加
入
し

τい
る
者
は
、
御
印
元
す
な
わ
ち
二
人

の
織
元
に
、
一
月
一
日
・
八
月
一
日
の
二
度
、
銀
二
両
づ
っ
御
祝
儀
を
納

め
、
ま
た
新
た
に
分
株
の
節
は
御
印
一
五
へ
栂
代
と
し
て
銀
一
一
両
づ
つ
を
持

参
し
、
主
た
極
印
の
御
札
と
し
て
、
一
機
に
つ
き
一
両
二
分
を
印
元
す
な

わ
ち
織
元
に
差
出
す
こ
と
が
規
定
き
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
林
助
庄
九
郎
の
二
人
の
織
元
は
、
新
た
に
成
立
し
た
御

他
領
織
屋
株
仲
間
の
統
率
者
〉
」

L
て
、
大
き
な
権
力
を
振
う
と
同
時
に
、

経
済
的
に
は
印
料
に
加
う
る
に
、
御
祝
儀
神
代
極
印
御
礼
な
ど
の
名

回
で
、
多
〈
の
特
権
的
手
数
料
を
手
に
入
れ
る
こ
と
忙
な
っ
た
。

ま
た
明
和
九
年
一

O
月
に
、
六
人
の
御
他
領
織
犀
仲
間
年
行
事
か
ら
織

元
に
提
出
さ
れ
た
書
付
の
宛
名
は
、
「
難
波
村
織
元
、
難
波
林
助
殿
、
乾

圧
九
郎
殿
」
と
な
っ
て
お
り
、
二
人
は
明
和
九
年
に
は
す
で
に
、
彦
根
帯

の
専
売
過
起
の
下
部
機
関
で
あ
る
「
織
元
」
と
し
て
の
、
農
村
内
部
に
お

け
る
特
権
的
な
地
位
の
象
徴
と
し
て
、
前
宇
帯
刀
を
許
さ
れ
て
い
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。凶

農
民
白
山
刊
売
と
蓮
根
藩
の
統
制



か
く
し
て
結
成
さ
れ
た
株
仲
間
に
士
い
し
て
、
彦
根
帯
は
つ
ぎ
/
¥
に

統
制
政
策
を
打
出
し
た
。
つ
ぎ
の
定
書
は
年
月
不
明
で
あ
る
が
、
お
そ
ら

く
株
仲
間
結
成
後
ま
も
な
く
発
せ
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

『

定

一
、
縮
緬
御
印
抜
堅
仕
間
強
侯
事
、

一
カ
)

て
奉
公
人
召
抱
住
節
、
凡
年
拾
年
切
に
相
定
可
中
候
事
、

一
、
年
期
奉
公
人
枯
銀
六
拾
鬼
に
相
定
可
申
事
、

一
、
年
明
き
不
時
候
機
織
有
JL
候
共
、
仲
間
中
に
一
切
召
抱
申
間
敷
候
事
、

て
年
明
き
住
機
撒
に
て
も
、
古
主
へ
対
談
之
上
召
拍
可
申
事
、

一
、
糸
繰
屋
JA
儀
不
同
い
た
し
候
者
出
来
院
は
ば
、
仲
間
中
一
統
相
談
之

上
急
度
致
時
味
、
其
上
右
繰
屋
方
へ
、
仲
間
中
よ
り
繰
糸
遣
し
申
間
敷
事
、

一
、
得
意
之
繰
畳
へ
輪
対
談
に
繰
糸
遣
し
申
間
敷
事
、

右
之
組
堅
相
守
可
申
者
也

縮

嗣

織

屋

中

』

こ
の
定
書
で
は
、
奉
公
人
の
年
季
給
銀
新
規
採
用
な
ど
り
労
働
条

件
平
、
糸
繰
屋
に
た
い
す
る
関
係
な
ど
の
経
済
的
問
題
に
つ
い
て
の
、
仲

間
規
制
が
主
で
あ
っ
た
が
、
政
治
的
な
問
題
と
し
て
第
一
項
に
、
「
御
印

抜
」
す
な
わ
ち
検
印
を
受
け
ず
に
密
売
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
政
策
を
打

出
し
た
。

だ
が
こ
の
よ
う
な
祭
止
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
縮
純
生
庄
が
農
民
の
生
活

再
生
産
破
紘
を
救
う
た
め
に
、
下
用
農
民
の
問
に
ゆ
き
わ
た
る
と
、
貧
農

の
中
に
は
、
彦
根
謡
織
一
E
E
近
江
屋
に
銀
六
分
づ
っ
収
帯
さ
れ
る
の
を

長
一
桝
縮
削
機
業
白
草
j

冗
之
株
仲
間

避
け
る
た
め
に
、
『
追
A

願
出
候
織
屋
共
、
以
前
之
訳
一
向
不
存
者
も
可

在
之
、
且
規
短
も
狼
に
相
成
、
織
展
共
為
方
に
不
被
相
成
事
に
候
』
ハ
安

永
九
年
八
月
「
申
世
帯
」
)
と
い
う
よ
う
な
、
落
円
専
売
規
制
を
無
祝
し
た

印
抜
密
売
が
、
蔓
延
し
て
ゆ
女
一
つ
つ
あ
っ
た

E

安
永
四
年
(
一
七
七
五
)
八
月
に
起
つ

t
左
兵
衛
事
件
は
、
こ
の
よ
う

な
事
情
を
明
ら
か
に
物
語
っ
て
い
る
。

『
書
付
以
御
願
申
上
候

一
、
縮
緬
織
出
し
之
義
Z

付
、
彦
根
椋
よ
り
兼
日
被
肺
渡
候
御
大
切
之
伺

提
相
背
、
御
印
抜
に
て
売
買
世
候
段
、
御
上
へ
達
御
聴
ェ
、
御
符
メ
被
仰

刊
重
々
辛
草
川
入
候
、
然
ル
所
此
義
は
先
達
て
御
願
奉
市
上
候
通
り
、
右
占
フ
ト

縮
緬
賀
入
一
一
村
、
金
子
借
用
仕
罷
在
候
処
、
返
昨
日
延
引
仕
候
一
一
付
、
銀
主

方
よ
り
応
対
も
な
く
御
印
抜
に
て
随
一
一
指
登
ウ
被
時
候
一
-
付
、
不
思
意
輪

調
法
と
罷
成
、
至
て
難
渋
仕
候
、
然
ル
所
紅
義
身
上
右
鉢
之
不
如
意
者
二

抑
座
候
え
ば
、
御
旧
畑
と
て
は
壱
ケ
所
も
無
御
座
、
縮
緬
商
売
相
止
メ
候

て
は
、
何
分
渡
世
之
方
便
無
御
座
、
難
義
至
恒
三
辛
存
候
、
伺
と
ぞ
右
之

趨
御
開
刷
ケ
被
下
置
、
此
度
調
提
訟
相
背
不
同
キ
仕
候
段
、
乍
恐
御
憐
帥
間

以
御
拾
免
被
下
置
、
是
主
通
御
印
札
頂
戴
仕
、
御
威
光
ヲ
以
鮒
制
撤
仕
候

様
、
器
根
御
役
所
様
へ
棚
願
披
仰
上
ケ
被
下
候
械
奉
嗣
候
、
然
上
は
以
後

御
提
法
之
趣
急
度
大
切
ニ
相
守
、
ソ
末
知
御
座
概
可
仕
候
、
口
白
御
憐
感

之
御
慈
非
ヲ
以
、
右
同
州
L
通
リ
乍
恐
融
為
聞
召
八
刈
ケ
、
何
分
御
捨
免
披
下

世
候
冊
、
御
剛
被
下
候
様
車
や
願
候
、

右
左
兵
問
被
岸
上
候
泊
り
毛
頭
制
進
無
御
血
性
問
、
右
刷
之
通
り
棚
捨

第
八
十
七
巻

五

節
三
号

ノ、



長
浜
縮
緬
機
業
白
車
売
と
れ
開
仲
間

免
披
為
下
問
候
様
、
立
政
御
即
被
仰
上
ケ
被
下
樟
様
半
即
候
、
依
之
私
共

加
判
μ
い
御
願
辛
申
上
候
、
以
上
、

安
永
四
年
未
八
月
日

行
可
中

大
寺
村

日
分
田
村

曽
根
村

南

浜

同
町川

道
村

新
井
村

難
織披
元村

左

兵

衛

忠

助

重

右

荷

門

源

次
露

兵

衛

孫

右

衛

門

清

兵

衛

μ
刊
介
殿

H
H

庄

九

郎

肢

』

す
な
わ
ち
ト
八
寺
村
。
古
兵
衛
は
、
商
品
経
済
申
進
展
に
も
と
づ
く
農
民

分
解
之
共
に
、
質
流
れ
そ
の
他
の
理
由
に
よ
っ
て
「
御
田
川
左
て
は
一
ケ

所
も
御
座
無
」
水
呑
百
姓
で
あ
っ
て
、
縮
緬
織
を
や
め
て
は
渡
世
の
方
便

も
な
い
「
事
実
上
の
賃
労
働
者
」
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
左
手
ハ
街
が
恐
ら
く

長
浜
町
か
近
郷
の
高
利
貸
に
、
縮
緬
を
抵
当
に
し
て
金
を
借
り
、
返
済
が

お
く
れ
た
為
に
、
観
主
が
無
断
官
質
流
品
L

ょ
し
て
縮
師
を
印
抜
で
売
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
、
左
兵
衛
自
身
が
密
売
し
士
よ
う
に
思
わ
れ
て
、
薄
か
ら

枠
め
ら
れ
て
問
っ
て
い
る
と
い
う
文
面
で
あ
る
が
.
本
当
に
と
の
通
り
な

の
か
、
そ
れ
と
も
左
兵
衛
が
抜
死
し
た
り
を
牲
め
ら
れ
て
、
言
訳
と
し
て

第
人
十
己
巻

五
同

第

号

六
回

述
べ
た
の
か
は
展
開
で
あ
る
が
、
と
に
か
く
す
で
に
安
永
ご
ろ
に
は
、
田

畑
を
失
っ
た
水
呑
百
姓
の
機
屋
が
、
意
識
的
に
か
あ
る
い
は
客
観
状
勢
の

た
め
か
、
一
般
的
に
印
抜
儲
売
を
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
態
に
追
い
こ
ま
れ

て
い
た
こ
と
を
一
目
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
蒋
の
専
売
椴
構
を
経
な
い
符
売
の
蔓
延
に
た
い
し
、
彦
根

落
は
安
永
九
年
(
一
七
八

O
〉
八
月
に
、
織
元
な
ら
び
に
織
屋
に
た
い
し

申
波
書
を
発
し
て
、
農
民
的
商
品
生
産
自
統
制
強
化
を
は
か
っ
た
。

『

申

渡

害

一
、
(
前
略
〉
毎
年
両
度
加
定
、
難
波
村
冊
一
克
之
者
方
へ
惣
帥
問
屋
共
会
合

之
上
、
一
市
合
等
車
失
不
申
侯
措
、
兼
て
申
渡
置
侯
定
書
急
度
相
守
可
申
候
、

万
一
不
時
之
者
於
在
之
は
、
融
一
五
よ
り
早
々
相
訴
可
申
候
、

一
、
即
抜
細
細
之
儀
は
停
止
之
事
に
候
問
、
弥
以
急
度
相
守
可
時
候
、
万

一
印
抜
縮
綱
取
扱
侯
者
又
は
願
無
之
縮
縮
機
織
候
者
有
之
候
は
ば
、
織
元

よ
り
早
々
可
訴
出
候
、
討
論
融
元
共
よ
り
毎
々
無
油
断
吟
味
可
致
候
、
自

然
違
背
之
者
於
有
之
は
、
無
用
捨
機
織
道
具
取
上
げ
、
急
度
可
及
其
沙
汰

候、
右
之
通
市
出
侯
問
、
楠
元
融
屋
無
覆
蔵
中
談
、
厳
重
に
相
守
可
申
者
也
、

安
永
九
庚
子
年
八
月

本市
多野
善町
右小
向
門郎

難
波
村

縮
緬
輔
元



同

級

置

か

た

へ

』

す
な
わ
ち
一
年
に
二
度
づ
っ
、
織
元
の
所
へ
全
織
屋
が
集
り
、
宝
肺
一

O
年
一
月
の
専
売
制
度
成
立
の
時
に
落
が
下
付
し
た
、
縮
柏
一
巻
に
つ
い

て
銀
六
分
の
印
料
を
三
者
に
支
払
う
べ
き
冒
な
ど
合
、
示
し
た
定
書
を
守

る
こ
と
を
改
め
て
誓
約
さ
せ
、
こ
れ
に
従
わ
な
い
者
が
い
た
場
合
は
、
織

元
か
ら
藩
に
訴
え
出
る
こ
と
を
命
じ
た
。
ま
た
印
扶
縮
網
干
無
許
可
の
縮

緬
を
櫓
っ
て
、
落
の
統
制
に
抵
抗
す
る
者
に
た
い
し
て
は
、
撤
一
百
が
常
日

頃
か
ら
油
断
な
く
監
視
を
し
て
訴
え
出
で
、
違
反
す
る
者
は
用
捨
な
く
機

道
具
を
取
り
あ
げ
る
こ
と
を
命
じ
た
。
こ
こ
に
再
び
紘
一
万
は
、
辞
権
力
。

農
村
内
部
に
お
け
る
代
行
者
と
し
て
、
織
犀
に
た
い
す
る
ス
川
イ
的
監
視

k
機
道
具
の
取
上
げ
と
い
う
、
反
動
的
な
役
割
を
そ
の
使
命
と
し
て
負
わ

き
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
藩
の
統
制
強
化
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
安
永
か
ら
天
明
に
か

け
て
縮
緬
の
密
売
は
ま
す
ま
す
拡
が
っ
て
い
っ
た
。
『
某
後
段
々
織
屋
数

も
多
相
成
、
織
元
共
示
方
儀
行
届
兼
、
自
然
主
心
得
達
之
者
も
出
米
町
致

趣
御
聞
え
候
』
、
『
織
屋
之
者
共
御
殿
様
往
日
之
奉
忘
御
厚
思
を
、
動
も
す

れ
ば
御
記
法
に
相
背
候
族
も
在
之
由
、
達
御
上
聞
候
』
「
然
ル
処
縮
制
御

印
請
之
義
一
一
は
、
近
年
御
印
扶
と
も
御
座
棟
-
一
達
相
聴
ニ
候
』
(
い
ず
れ

も
天
明
三
年
白
文
脊
よ
り
)
な
ど
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
密
売
の
横
行
は
、

彦
根
藩
の
専
売
益
金
収
奪
に
た
い
す
る
抵
抗
の
立
志
味
を
持
っ
と
同
時
に
、

自
然
災
害
の
頻
発
が
大
き
な
要
因
主
な
っ
て
い
た
。

す
な
わ
ち
天
明
三
年
(
一
七
八
三
)
に
は
、
全
国
的
に
大
風
・
洪
水
・

長
浜
縮
緬
機
業
の
専
売
と
株
仲
間

海
時
か
あ
い
次
い
で
起
り
、
斗
米
銭
二
賞
五
百
川
λ

に
騰
貴
し

τ餓
死
す
る

者
が
多
く
、
川
明
記
天
明
四
年
に
は
ま
た
飢
能
が
お
と
り
、
米
価
は
一
石
で
銀

百
三
同
十
匁
(
金
三
両
余
)
と
な
り
、
幕
府
は
半
価
で
米
を
2

一
部
に
公
売

し
、
人
心
の
安
定
を
は
か
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
長
浜
縮
緬
機
業
地
帯

で
も
同
様
の
状
態
で
あ
り
、
た
主
え
ば
南
浜
村
で
は
『
雨
浜
村
之
義
先
達

て
申
上
通
、
去
ル
子
年
(
安
永
九
年
)
以
来
田
方
皆
無
之
上
、
当
年
目
田

畑
共
一
向
立
毛
無
御
座
、
米
値
段
は
俄
に
高
値
に
相
成
、
村
中
一
同
数
十

年
無
之
程
難
渋
仕
候
由
、
右
ニ
付
御
技
米
相
願
、
書
付
差
出
侠
一
一
付
、
先

頃
入
御
覧
申
候
桐
願
書
-
一
掴
認
候
越
ニ
テ
ハ
、
村
中
之
者
へ
一
日
一
人
一

昔
充
之
御
救
米
、
ゴ
一
ヶ
月
被
下
置
候
は
ど
、
是
を
以
村
役
人
引
詰
世
話
仕
、

飢
人
不
出
来
様
仕
度
旨
相
願
候
得
共
」
(
「
雨
浜
村
当
年
皆
無
一
一
付
、

御
世
米
相
願
候
一
-
付
、
地
方
中
よ
り
差
出
候
童
向
付
L

・
東
浅
井
郡
志
巻
三

.
一
二
九
頁
)
と
い
う
有
様
で
あ
っ
た
。
乙
の
よ
う
な
凶
荒
に
よ
る
生
活

困
窮
の
激
化
が
、
縮
細
の
印
抜
服
売
り
横
行
と
い
う
消
極
的
な
抵
抗
を
促

進
す
る
大
き
な
原
困
で
あ
っ
た
。

こ
の
状
勢
が
最
高
潮
に
達
し
た
天
明
三
年
に
、
彦
根
藩
は
宝
暦
一

O
年、

安
永
九
年
に
続
い
て
、
藩
領
織
屋
に
た
い
し
て
第
三
統
制
令
を
出
し
た
。

『
(
前
略
)
此
皮
浅
井
郡
田
村
善
兵
衛
、
普
太
郎
、
同
郡
上
人
木
村
吉

次
、
坂
田
郡
下
郷
村
軍
兵
衛
、
同
郡
相
模
村
新
左
衛
門
、
岡
部
主
村
源
七
、

比
者
共
織
一
百
年
行
司
に
申
什
候
問
、
織
一
万
の
者
共
へ
差
添
織
屋
之
者
共
不

屈
不
時
之
筋
無
之
様
、
万
端
世
話
可
致
候
、
此
後
織
屋
之
者
共
心
得
違
い

た
し
、
不
法
之
筋
出
来
之
音
、
木
人
は
不
且
申
、
融
元
年
行
司
共
越
度
に

第
八
十
七
巻

ι 
五

ノ、
n 

第

写



長
浜
縮
緬
機
業
の
事
売
と
杭
仲
間

可
申
付
候
、
附
り
印
札
之
義
、
御
領
分
織
屋
共
に
は
是
迄
不
相
渡
候
得
共
、

以
後
銘
々
印
札
柑
渡
し
候
問
、
支
配
御
代
官
よ
り
請
取
り
、
融
屋
相
止
侯

は
ば
指
戻

L
可
申
候
、
湖
他
恒
之
義
も
印
札
狽
に
相
成
不
申
候
様
、
織
元

年
行
司
急
度
相
心
得
可
中
候
、
右
之
趣
尚
又
改
由
付
候
問
、
永
捕
逸
失
大

切
に
掴
守
可
申
も
り
也
、

天
明
三
年
六
月

北
筋
奉
行
所

林

介
庄

九

郎

普

兵

衛

書

太

郎

吉

次
嘉

兵

衛

新

左

衛

門

吉

兵

衛

同

郡

室

材

源

七

総
織
屋
中
』
(
土
田
家
文
書
)

す
な
わ
ち
棺
売
の
流
行
に
た
い
し
て
、
彦
恨
藩
は
織
克
に
た
い
す
る
補

助
機
関
と
し
て
、
七
人
町
者
を
「
織
元
年
行
司
」
に
任
命
し
て
「
不
法
之

筋
」
を
取
締
ら
せ
、
織
尾
と
織
元
年
行
司
の
連
帯
責
任
を
制
定
し
て
、
取

締
の
徹
底
を
期
し
た
ο

ま
た
領
内
職
屋
に
も
株
仲
間
の
結
成
を
強
制
し
、

機
元
な
ら
び
に
織
元
年
行
司
に
よ
る
、
藩
組
-
他
領
の
全
織

F
に
た
い
す

民
井
郡
那
波
村

同
郡
田
村

阿
部
上
八
木
村

坂
出
郡
下
郷
村

同
郡
相
模
村

第
八
十
七
巻

第
三
号

六
六

二
百
六

る
支
配
の
強
化
ゆ
く
わ
だ
て
た
。
こ
の
通
達
書
は
識
元
か
ら
全
繊
毘
に
政

重
に
通
達
さ
れ
、
徹
底
さ
せ
ら
れ
た
。

ま
た
他
領
の
縮
緬
織
屋
仲
間
に
た
い
し
て
は
、
同
じ
く
天
明
三
年
六
月

に
、
印
抜
縮
緬
白
流
行
と
、
御
印
札
を
粗
末
に
扱
っ
た
と
の
理
由
で
、

『
比
度
他
制
御
叩
札
不
浅
御
取
上
げ
可
被
遊
旨
、
御
申
渡
し
在
之
、
岩
驚

入
候
』
(
天
明
三
年
六
月
「
以
書
付
御
願
中
上
位
」
〉
と
の
印
札
取
上
げ
が

通
達
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
他
領
織
屋
が
抜
売
を
続
行
す
る
な
ら
、
株
仲

間
を
実
質
的
に
解
散
し
て
、
彦
根
藩
の
京
都
市
場
へ
の
専
売
ル

l
ト
か
ら

閉
出
す
と
い
う
威
嚇
の
意
味
が
含
ま
れ
て
い
た
の
他
州
国
株
仲
間
は
草
根
落

の
強
便
な
取
上
通
達
に
あ
っ
て
、
違
法
の
者
が
な
い
事
を
弁
明
し
て
か

台り、『

以

4

百
円
利
御
願
巾
上
候
、

(
前
略
)
一
、
御
市
札
之
機
織
止
L
申
候
者
北
、
返
上
自
百
円
申
旨
被
為
仰

波
、
奉
承
知
候
、
尤
他
聞
織
屋
之
内
に
当
時
身
上
不
即
意
に
付
、
甘
く
相

休
み
時
節
を
見
合
せ
、
又
々
融
候
覚
悟
之
者
共
、
御
印
札
か
大
切
に
奉
存

罷
在
帳
、
然
を
身
上
舵
渋
之
上
に
文
機
巾
度
存
念
之
者
、
力
に
存
円
候
御

印
札
じ
奉
離
候
事
、
甚
相
歌
き
中
住
岡
敷
、
此
上
之
御
憐
惑
を
以
、
其
怖

に
御
措
置
被
遊
被
下
位
候
様
、
乍
恐
御
阜
市
行
様
迄
御
願
上
来
航
上
院
、

一
、
此
後
他
餌
御
印
札
制
択
に
相
成
り
不
申
候
械
に
、
毎
年
F
月
十
一
日
と

b
月
廿
一
円
両
官
参
会
之
郎
、
各
町
参
仕
、
尚
一
五
畑
州
市
人
之
御
改
め
前
町

内
伎
、
以
上

天
明
三
則
六
月



糊
毘
蜘
山
代

野
手
村

錦

織

村

善

三

難

波

村

曽

根

村

卯

兵

衛

林

山

肱

同

村

忠

兵

衛

庄

九

州

般

同

村

一

万

蔵

』

す
な
わ
ち
他
領
織
屋
の
方
は
、
株
仲
間
の
成
員
が
機
織
を
中
止
し
士
時

に
は
、
株
札
を
返
上
せ
k

E
い
う
風
に
と
っ
て
、
身
上
不
如
意
の
者
が
し

ば
ら
く
中
止
し
て
か
ら
、
ま
た
織
始
め
よ
う
と
思
っ
て
い
る
の
に
株
札
を

取
上
げ
ら
れ
て
は
阿
る
か
ら
、
御
印
札
取
上
げ
を
強
行
す
る
こ
と
を
中
止

す
る
よ
う
懇
願
し
、
年

r二
度
の
集
会
の
時
に
、
織
元
に
よ
る
株
札
の
検

査
を
受
け
る
こ
と
を
誓
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
り
後
。
文
書
に
も
他
傾
株
仲

間
の
こ
と
は
多
数
山
て
く
る
か
ら
、
株
札
の
取
上
げ
は
威
嚇
だ
け
で
、
実

際
に
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
も
白
土
思
わ
れ
る
。

だ
が
こ
の
よ
う
な
天
災
や
印
料
に
植
え
か
ね
て
、
生
指
の
古
し
い
者
が

一
時
機
織
を
中
止
し
て
、
近
く
ま
た
始
め
よ
う
k
思
っ
て
い
る
う
ち
に
、

つ
い
に
林
札
を
他
人
に
談
っ
て
縮
削
機
を
廃
業
し
た
者
も
、
相
当
に
現
れ

た
。
『
他
領
織
屋
仲
間
之
内
に
巡
番
に
年
行
事
相
定
置
、
他
之
株
之
譲
を

請
、
入
替
リ
候
新
之
織
屋
共
へ
、
御
悩
様
之
御
重
恩
井
織
一
万
御
両
家
御
働

之
段
委
細
申
聞
せ
、
相
輩
に
鵠
怠
慢
時
味
仕
候
』
(
天
明
三
年
六
月
「
以

書
付
御
願
申
上
候
」
)
す
な
わ
ち
他
人
の
株
札
合
譲
り
う
け
て
、
』
一
問
。
者

に
替
っ
て
新
し
く
織
屋
に
な
っ
た
者
に
、
株
仲
間
の
中
で
毎
年
き
め
ら
れ

イ主

i主
/、

衛ft~ 

匪
浜
縮
緬
機
業
の
専
七
刈
と
株
仲
間

た
年
行
事
が
、
一
席
り
訓
辞
を
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ

て
毎
年
相
当
な
数
の
識
屋
の
立
替
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

ろ
う
。
天
明
三
年
に
つ
い
て
み
る
と
、

『
御
印
札
譲
り
候
者
請
候
吉
、
一
紙
以
書
刊
御
願
辛
申
上
候
、

右
御
山
市
制
縁
有
之
候
に
よ
り
、
相
譲
り
申
度
詰
申
度
者
共
、
各
連
名
之

通
り
被
仰
什
被
下
院
機
御
願
本
申
上
候
、
然
は
此
度
名
前
替
り
候
者
、
御

改
被
成
被
下
候
様
、
是
又
御
刷
奉
由
!
上
候
、
右
之
魁
乍
恐
御
奉
行
旅
御
免

成
被
下
置
候
様
、
御
問
中
上
保
段
御
屈
辛
願
上
院
、
以
上
、

御
印
札
一
五
請
主

南

浜

村

九

名

新

井

村

・

川

道

村

宮

部

村

各

二

名

小
観
音
寺
村
・
落
合
村
・
悼
里
村
・
野
寺
村
犬
棋
村
・
曽
根

村

・

主

村

各

一

名

右
譲
り
請
主

曽

根

村

一

一

名

錦

織

村

・

南

浜

村

各

二

名

一
足
日
付
・
酎
村
・
府
岡
村
・
成
玄
村
・
宮
川
村
・
青
名
村
・
野

寺

村

各

一

名

(
A
M
司
い
ず
れ
も
二
二
名
・
名
前
は
省
略
一
:
コ
一
島
)

御
印
札
譲
り
替
之
名
前
〆
廿
二
人

右
之
通
相
違
無
御
鹿
候

天
明
=
一
英
卯
年
八
月

第
八
十
七
巻

三五

七

第

号

ノ、
一じ



長
浜
縮
緬
機
業
の
専
売
之
株
仲
間

林
助
殿

庄

九

郎

殴

』

と
の
一
二
人
の
御
印
札
元
請
主
の
う
ち
、
二

O
人
は
明
和
九
年
目
他
領

株
仲
間
結
成
の
際
白
、
請
書
に
連
名
し
た
一

O
四
人
の
中
に
含
ま
れ
て
お

り
、
安
永
九
年
l
|天
明
三
年
の
こ
の
地
方
の
連
続
的
災
害
を
ふ
く
む
一

一υ年
聞
に
、
多
数
の
機
置
の
交
替
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の

株
札
が
い
か
な
る
階
層
の
農
民
か
ら
一
、
他
の
い
か
な
る
階
層
へ
移
設
さ
れ

た
か
は
、
資
料
の
不
足
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
右
白

文
書
に
一
罰
さ
れ
る
よ
う
な
株
札
の
移
譲
が
、
天
明
三
年
以
外
に
も
毎
年
行

わ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
安
永
l
l天
明
期
は
機
屋
の
大
巾
な
交
甚
が
行

わ
れ
た
激
変
期
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
一
六
年
後
の
覚
政
一
一
年
(
一
七
九
九
)
に
は
、
引
続
い
て

農
村
縮
緬
に
た
い
す
る
統
制
強
化
令
が
、
領
内
織
屋
株
仲
間
あ
て
に
出
さ

れ
た
。

寸
乍
恐
指
上
げ
巾
一
札
之
事

一
、
御
印
抜
け
縮
緬
堅
く
売
民
仕
間
取
候
事
、

一
、
御
公
儀
椋
よ
り
兼
日
被
仰
付
候
御
定
法
之
御
組
、
急
度
制
守
可
申
候

事、一
、
仲
間
定
法
之
儀
は
、
柑
輩
に
一
市
合
、
堅
柑
守
可
申
候
事
.

右
之
郎
被
為
抑
付
卒
民
候
、
万
一
相
背
乙
者
有
之
障
は
ば
、
如
何
様
之

符
め
に
も
川
被
抑
制
候
、
其
時
二
HAL
州
出
け
日
間
挽
候
、
依
之
乍
恐
辿

一
州
仕
指
J
げ
申
候
、
以
-

第
八
十
七
巻

1i 
ノ1

第
三
号

，、
Jl、

覚
政
十
一
年
未
白
正
月

御
蘭
分

浅

井

郡

田

村

七

名

馬

渡

村

・

山

本

村

・

上

八

木

村

各

一

名

坂

出

郡

新

庄

中

村

六

名

新

庄

村

・

宝

村

各

四

名

相

撲

村

・

森

村

各

三

名

伊
香
部
沢
村
・
馬
場
村
-
下
ノ
郷
村
柿
本
村
・
小
沢
村
両

な

ベ

村

常

喜

村

各

一

名

(
計
二
一
七
名
名
前
省
略
一
一
一
島
)

御

奉

行

様

』

こ
の
一
札
に
お
い
て
も
、
印
抜
縮
柄
の
密
主
を
固
く
禁
止
し
、
さ
ら
に

彦
根
帯
の
御
定
法
な
ら
び
に
株
仲
間
規
約
を
守
る
こ
と
を
政
命
し
て
い
る

が
、
こ
の
よ
う
に
藩
が
相
も
変
ら
ず
、
市
抜
禁
止
を
叫
ば
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
の
は
、
天
明
か
ら
党
政
に
か
け
て
も
、
農
民
の
印
抜
桁
売
L

乙
い
う
眠

抗
が
絶
え
る
こ
と
な
く
行
わ
れ
て
し
た
こ
と
を
、
何
よ
り
も
枕
弁
に
物
語

っ
て
い
る
。

だ
が
こ
の
時
期
の
密
売
の
性
格
は
、
土
地
を
失
っ
た
農
民
が
生
活
白
波

綻
を
救
う
た
め
に
行
う
よ
う
な
、
切
迫
し
た
世
恥
舶
の
も
の
だ
け
で
は
な
く

な
っ
て
い
た

Q

「
機
株
御
印
札
之
儀
に
付
、
御
筋
方
へ
湖
刷
申
上
候
写

牛
山
部
以
斗
再
利
幸
申

t
候



(
前
略
〕
然
る
処
右
機
職
常
式
仕
来
り
候
者
共
は
、
人
夫
・
手
間
人
指
入

機
数
多
仕
候
処
、
融
立
候
糸
掴
相
場
高
下
御
鹿
樟
て
、
織
手
間
相
応
に
懸

り
候
時
節
ー
も
有
之
、
又
糸
一
一
両
伍
之
売
先
値
段
下
り
、
手
間
銀
一
向
相
懸
り

不
申
、
離
没
之
時
節
も
華
々
拘
座
候
え
ば
、
追
々
相
働
木
相
変
極
め
置
候

融
屋
之
も
の
共
相
抱
、
渡
世
日
米
候
所
、
近
来
串
下
値
に
て
売
先
相
応
に

相
懸
り
伎
町
は
、
抜
機
所
々
に
出
来
仕
候
様
に
相
成
、
御
印
抜
縮
緬
出
来

仕
、
京
都
門
川
]
格
別
売
崩
し
候
様
相
成
、
猶
又
手
間
料
相
懸
り
不
申
候
聞

は
抜
機
相
止
め
、
勢
以
彦
根
樺
制
縮
緬
京
都
表
売
先
狙
り
相
成
候
に
付
御

吟
味
之
上
先
謹
て
郷
町
共
縮
緬
機
屋
株
御
定
、
末
々
増
株
之
儀
は
御
止
指

め
被
下
置
、
則
御
印
札
被
仰
付
機
株
之
者
任
問
、
何
れ
も
頂
戴
仕
、
依
之
京

都
売
先
格
別
売
崩
し
候
慌
成
儀
無
之
罷
在
、
御
蔭
を
以
無
悲
機
械
渡
世
仕

罷
有
、
冥
加
歪
極
離
有
仕
合
串
存
候
、
(
後
略
)
』
(
享
和
一
ニ
年
一
一
月
)

と
り
地
方
に
お
け
る
縮
緬
商
品
の
生
産
は
、
農
民
を
商
品
経
済
の
中
に

ま
き
こ
み
、
そ
の
当
然
の
結
果
と
し
て
農
民
の
階
層
分
化
が
一
層
進
み
、

一
方
で
は
前
述
の
よ
う
な
田
畑
は
一
ケ
所
も
な
く
、
縮
緬
を
止
め
て
は
渡

世
に
困
る
よ
う
な
層
も
多
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
他
方
で
は
上
昇
し
て

「
人
夫
・
手
間
人
指
入
機
数
多
仕
、
」
つ
玄
り
織
布
労
働
者
や
補
助
労
働

者
を
雇
傭
す
る
よ
う
な
機
を
多
数
所
布
す
る
、
生
産
規
模
の
大
き
い
小
営

業
者
も
段
々
と
出
乳
し
て
き
た
。
彼
等
は
京
都
市
場
に
お
け
る
縮
精
製
品

の
価
格
之
、
地
元
の
原
料
糸
の
価
格
の
変
動
の
た
め
に
利
潤
が
安
定
せ
ず
、

市
が
下
位
で
縮
師
酬
が
高
値
の
た
め
、
相
当
な
利
潤
が
あ
が
る
時
に
は
抜
燐

が
多
数
出
現
し
、
車
惜
の
専
売
を
経
な
い
「
御
印
抜
縮
制
」
が
京
都
市
場
の

長
浜
統
制
機
業
の
専
売
と
掛
仲
間

価
格
を
売
崩
L
、
利
潤
か
よ
ら
な
い
時
は
抜
機
は
し
な
い
が
、
彦
根
講
の

専
売
に
よ
る
京
都
市
場
へ
の
締
酬
出
荷
が
混
乱
す
る
(
恐
ら
く
は
生
産
量

の
減
少
の
た
め
〉
唱
と
い
う
現
象
が
起
っ
た
。
す
な
わ
ち
こ
の
よ
う
な
密
売

は
、
貧
血
躍
が
追
い
つ
め
ら
れ
た
生
活
の
破
綻
を
放
う
た
め
の
密
売
と
は
兵

な
り
.
よ
り
大
き
な
利
潤
を
求
め
る
た
め
の
、
小
営
業
的
密
売
と
で
も
い

う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

他
面
に
続
い
て
藩
儒
な
ら
び
に
長
浜
町
に
、
縮
細
株
仲
間
を
結
成
さ
せ

よ
う
と
い
う
彦
根
藩
の
意
図
は
、
生
産
者
の
数
吉
一
定
に
制
限
す
る
乙
と

に
よ
っ
て
、
生
産
量
の
過
大
に
よ
る
京
都
市
場
の
価
格
売
崩
し
を
防
ぐ
と

共
に
、
原
料
品
の
価
格
を
一
定
に
保
ち
、
一
方
で
は
印
抜
縮
紺
の
草
廷
を

防
止
し
て
、
専
売
益
金
を
確
保
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
η

た。

要
す
る
に
明
和
|
|
寛
政
期
の
長
浜
縮
細
機
業
は
、
商
品
生
産
の
展
開

に
も
と
ず
く
農
民
層
の
分
解
と
、
そ
の
士
め
に
起
る
農
民
自
密
売
と
い
う

形
で
の
専
売
制
度
に
士
い
す
る
抵
抗
と
、
こ
れ
に
た
い
す
る
彦
根
落
の
統

制
の
強
化
を
、
対
立
す
る
軸
と
し
て
、
農
村
工
業
主
し
て
発
展
し
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。五

流
通
過
程
と
長
浜
町

宝
暦
一

O
年
に
彦
根
帯
の
縮
緬
専
売
体
制
が
成
立
す
る
と
、
京
都
市
場

で
の
服
売
方
式
は
、

『
御
年
貢
縮
緬
之
儀
は
彦
根
様
御
印
未
請
、
井
純
一
克
之
町
京
都
近
江
屋
喜

六
股
印
を
加
へ
、
則
右
甚
大
殴
方
を
江
州
縮
緬
売
所
と
被
為
遊
、
御
定
候

第
八
十
七
巻

五
九

第

r、
九



長
浜
縮
削
機
業
の
専
古
川
と
株
仲
間

御
儀
に
御
座
候
、
然
共
先
駆
之
儀
は
、
凪
方
中
買
申
夫
Ln
之
家
風
に
合
せ

申
候
通
之
性
女
を
詰
織
立
、
諸
事
取
引
等
も
直
柑
対
に
日
来
り
申
候
、
依

之
双
方
共
五
雄
勝
千
宜
、
家
職
柑
続
仕
来
り
申
候
、
是
迄
近
江
屋
高
六
蹴

万
は
印
軒
懸
!
ク
宜
斗
に
亡
、
円
識
と
で
は
且
て
出
し
不
巾
、
機
屋
共
勝
手

提
方
に
て
売
払
可
申
旨
、
必
胆
恨
様
広
〈
御
免
祖
成
下
置
、
難
有
帝
存
候
』

(
天
明
五
年
二
月
「
乍
恐
以
書
付
御
願
傘
申
上
候
)

す
な
わ
ち
近
江
屋
は
代
官
所
織
元
と
と
も
に
縮
緬
に
検
印
す
る
と
い

う
、
特
権
商
人
と
し
て
の
役
割
で
専
売
に
参
加
し
、
縮
純
一
巻
に
つ
い
て

銀
一
分
の
横
叩
料
以
外
に
、
普
通
の
問
屋
の
よ
う
に
ロ
銭
は
と
ら
ず
、
農

民
は
近
江
屋
を
通
じ
て
京
都
の
仲
買
人
の
好
み
に
」
る
直
接
注
文
を
う
け
、

価
格
も
直
接
交
渉
で
決
定
し
て
き
立
。
こ
の
方
式
に
よ
っ
て
農
民
側
は
、

問
屋
の
支
配
を
受
け
ず
に
比
較
的
有
利
な
条
件
で
取
引
す
る
こ
と
が
で
き
、

専
売
成

J

以
後
に
近
汀
屋
と
の
聞
に
は
紛
争
は
起
ら
な
か
4

た
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
京
都
市
場
で
西
陣
や
丹
後
の
絹
織
物
を
扱
っ
て
い
る
絹
物
問
屋
た

ち
が
、
新
し
く
勃
興
し
て
き
た
農
村
工
業
で
あ
る
、
長
浜
縮
細
の
流
通
過

程
へ
の
参
加
を
狙
わ
な
い
で
い
る
符
は
な
か
っ
た
門

『
乍
恐
以
書
付
御
願
奉
時
上
候

一
、
此
度
京
都
三
条
通
り
抽
小
路
東
江
入
町
、
吉
丈
字
屋
大
次
郎
主
申
者
、

彦
根
株
御
年
貢
縮
師
売
買
之
様
、
右
大
次
郎
壱
人
に
車
流
候
て
支
配
可
仕

旨
、
二
条
御
役
所
上
り
被
為
仰
付
候
由
承
知
仕
、
他
領
闇
屋
之
者
共
一
統

率
入
驚
候
、
(
中
略
)
既
江
川
縮
緬
之
儀
は
先
年
於
京
都
、
吉

野
屋
新
右
衛
門
、
糸
屋
長
左
衛
門
と
中
者
、
二
条
醐
役
所
へ
問
屋
仕
度
段

第
入
十
七
巻

二
六
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相
聞
申
候
所
、
二
来
於
御
役
所
に
、
御
免
被
為
成
候
得
共
、
撤
E
t
f
勝
手

に
相
成
不
時
候
閥
、
段
々
御
願
申
候
所
、
御
吟
味
之
上
織
民
共
闘
之
通
御

問
脳
被
成
1r
置
、
吉
野
屋
新
右
衛
門
、
糸
屋
長
左
衛
門
刷
上
通
に
も
相
成

不
時
候
、
誠
に
彦
根
慌
御
威
光
を
以
御
年
貢
縮
師
に
被
成
下
限
候
所
、
問

屋
物
に
は
柑
成
不
申
侯
て
、
他
領
抽
問
屋
共
燕
位
陣
雑
有
渡
世
日
未
り
中
供
、

然
処
此
度
二
条
御
役
所
よ
り
被
仰
付
之
過
に
相
成
、
右
大
次
郎
壱
人
に
て

支
配
仕
候
え
ば
、
御
大
切
之
御
年
貢
拙
緬
先
狭
く
相
成
、
其
上
大
次
郎
売

口
銭
買
先
口
銭
L

乙
ら
れ
候
て
は
、
織
崖
共
渡
世
に
相
成
不
中
、
猶
又
買
候

者
共
措
置
達
者
共
と
直
相
対
に
て
無
御
座
候
て
、
注
文
毎
に
万
端
不
自
由

に
相
成
、
織
物
家
風
に
不
相
叶
、
不
勝
手
に
相
暗
候
得
ば
、
織
屋
王
て
難

韮
に
相
成
、
追
ヨ
安
一
微
仕
可
中
主
帥
問
屋
共
一
統
相
歎
き
申
候
、
是
迄
近
江

'
カ
リ

屋
喜
六
殿
方
斗
に
て
諸
事
少
も
無
滞
仕
米
り
申
侯
問
、
何
辛
苦
根
様
御
成

光
を
以
、
古
来
之
辿
に
被
成
下
置
候
様
御
願
申
上
辛
候
、
廠
之
通
り
不
被

成
下
置
候
て
は
、
追
々
椴
屋
世
世
相
成
不
中
候
、
乍
恐
此
段
御
許
容
被
成

下
眠
、
願
之
通
り
祖
為
仰
付
被
下
置
匝
様
本
願
上
候
、
右
之
段
幾
重
に
も

桐
願
可
被
下
候
、
以
上
、

天
明
五
蔵
巴
二
月

他
領

野融
寺屋
村惣

代
忠、元佐

正王
J 、

衛

曽
根
村

岡
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衛 衛政
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錦
撤
村

落
合
村

藤普

任ゴ
ノ、ー-

衛郎

難
波
村

林
助
殿

庄

九

郎

肢

』

す
な
わ
ち
す
で
に
天
明
以
前
に
、
京
都
の
絹
物
問
犀
商
人
で
あ
る
吉
野

屋
新
右
衛
門
、
糸
屋
長
左
衛
門
が
、
長
浜
縮
緬
り
扱
問
屋
に
な
り
た
い
旨

を
願
い
出
て
お
り
、
こ
町
二
人
の
素
性
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
す
で
に

享
保
一
四
年
八
一
七
二
九
〕
に
株
仲
間
を
結
成
し
て
い
に
、
京
都
絹
問
屋

仲
間
に
そ
く
す
る
ギ
ル
ド
的
特
権
商
人
で
あ
っ
た

ι思
わ
れ
る
。
彼
ち
は

中
央
幕
府
の
出
先
機
関
で
あ
る
一
条
御
候
所
の
庇
護
の
も
と
に
、
近
江
屋

町
上
に
付
着
F
る
縮
緬
間
庭
に
な
る
た
め
に
登
場
し
、
一
度
は
一
条
役
所

の
許
可
を
得
た
の
で
あ
る
が
、
印
料
の
他
に
問
屋
口
銭
を
収
奪
き
れ
る
こ

主
に
た
い
し
て
、
反
対
運
動
に
乗
出
し
た
縮
緬
生
犀
農
民
の
反
撃
が
、
二

人
の
野
望
を
退
け
て
、
つ
い
に
改
め
て
不
許
可
に
な
り
、
農
民
側
は
こ
れ
ま

で
通
り
の
専
売
方
式
の
確
保
に
凱
歌
を
奏
し
た
。
し
か
し
天
明
主
年
二
月

r、
再
び
京
都
三
条
通
り
油
小
路
東
江
入
町
の
吉
文
字
屋
大
次
郎
と
い
う

商
人
が
、
長
浜
縮
柄
の
扱
問
屋
に
な
る
こ
と
を
狙
っ
て
二
条
役
所
に
取
山
引

き
、
縮
細
は
全
部
こ
の
吉
文
字
屋
に
販
売
す
る
べ
き
胃
が
、
農
民
側
に
通

達
き
れ
て
き
た
。
も
し
古
文
字
屋
一
人
が
問
屋
と
し
て
既
売
す
る
と
な
れ

ば
、
彼
に
売
買
口
銭
を
中
間
搾
取
さ
れ
、
ま
た
仲
買
人
と
織
屋
の
直
接
交

渉
で
、
注
文
生
産
し
て
い
た
の
を
、
間
に
強
力
な
独
占
的
問
屋
に
介
入
さ

長
眠
縮
繭
機
業
の
事
先
と
株
仲
間

れ
て
は
す
べ
て
が
不
自
由
と
な
り
、

k
り
以
上
の
発
展
は
望
め
な
い
と
し

て
、
農
民
た
ち
は
織
屋
惣
代
を
先
頭
に
立
E
て
、
織
一
工
に
向
っ
て
反
対
運

動
を
展
開
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
が
と
う
な
っ
た
か
は
明
ら
か
で
は

な
い
が
、
そ
り
後
の
文
書
に
古
文
字
屋
が
全
く
現
わ
れ
な
い
の
で
、
こ
の
た

び
も
農
民
側
の
京
都
絹
物
問
屋
に
た
い
す
る
抵
抗
は
成
功
し
、
近
江
屋
の

み
を
通
ず
る
専
売
方
式
を
、
保
持
す
る
の
に
成
功
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、
と
れ
ら
の
縮
制
生
産
量
村
の
中
心
に
あ
る
長
浜
町
は
、
ど
の
よ

う
な
状
態
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
長
浜
町
は
天
正
一
九
年
に
秀
吉
に
よ
っ
て
、

五
一
一
町
の
う
ち
三
六
町
は
朱
印
地
と
し
て
町
屋
敷
年
貢
米
合
計
三

0
0石

を
免
租
さ
れ
、
と
の
特
央
は
江
戸
時
代
に
も
長
〈
継
承
さ
れ
、
商
工
業
者

が
来
住
し
て
、
湖
東
地
方
北
部
の
物
資
を
集
散
す
る
特
権
的
尚
工
都
市
を

し
て
発
達
し
て
き
た
(
「
滋
賀
県
史
」
三
巻
四
六
五

λ
頁
可
そ
し
て
都

市
子
工
業
、
と
し
て
、
あ
る
種
り
絹
馳
刷
物
を
織
っ
て
い
た
が
、
刷
辺
の
農
村

縮
刷
機
業
が
開
始
さ
れ
て
の
も
、
長
浜
町
で
も
縮
緬
に
転
換
し
た
者
も
い

た
ら
し
く
、

日
U

ロ
ト
書
を
以
御
岡
泰
申
上
候

一
、
右
私
共
是
迄
紺
織
屋
渡
世
ニ
仕
罷
在
候
所
、
当
節
引
ム
口
一
小
申
候
て
、

何
分
渡
世
一
一
難
相
成
迷
感
仕
候
ヱ
利
、
比
度
縮
嗣
織
屋
仕
度
奉
願
ト
L

候、

乍
恐
御
慈
悲
之
上
、
願
之
通
御
赦
把
被
下
世
候
で
つ
御
定
法
急
度
相
斗

大
切
z

可
仕
侠
問
、
御
憐
蹴
h
h
r

以
則
之
通
一
統
榔
赦
弛
被
干
置
候
ハ
バ
、

難
有
宗
可
本
存
候
、
依
之
町
之
役
人
到
是
り
山
首
御
免
ヲ
詩
有
罷
候
縮
柵
織
匡

共
、
加
判
を
以
御
師
、
奉
中
上
候
、
右
之
趣
向
敷
御
門

U
候
、
以
上

第
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十
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長
浜
耐
縮
機
業
町
一
専
売
と
株
仲
間

安
永
四
年
乙
未
一
…
月
廿
九
日北

伊
部
町

神
戸
町

同

町
八
幡
町

同官官官

町
御
年
容
衆
中

町町町町

同願横 r同版横丁駅
人 目 代 人目代人

七

右

衛

門

吉

兵

桶

太
郎
右
帯
門

武

由

喜

左

衛

門

太
郎
右
宿
門

久

左

衛

門

林

助

弥

平

次

兵

胡
五

兵

衛

六

兵

南

古

兵

南

す
M

平

太
郎
左
衛
門

横寸願横 T 同
目 代人目代

右
縮
緬
犀

総

代

神

一

戸

町

甚

兵

衛

』

寸
こ
れ
ま
で
御
免
官
請
け
罷
有
侯
縮
緬
織
屋
共
」
よ
り
み
て
、
安
永
凹

年
(
長
浜
縮
柄
が
京
都
市
場
施
得
後
一
五
年
)
以
前
に
、
す
で
に
藩
の
許

可
を
得
て
、
普
通
白
絹
織
物
か
ら
縮
緬
織
に
転
換
し
た
者
が
、
長
浜
町
内

第
八
十
七
巻

~"ーノ、

第
三
ロ
勺

じ

に
相
当
い
た
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
此
年
に
な
っ
て
、
よ
り
複
雑
な
技
術

に
よ
っ
て
高
収
入
会
も
た
ら
す
縮
縮
機
業
へ
の
転
換
を
は
か
る
町
人
が
、

多
く
現
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
こ
の
北
伊
部
町
・
神
戸
町
八
幡
町
田

宮
町
な
と
は
、
い
ず
れ
も
免
租
権
を
有
す
る
三
六
町
四
う
ち
に
入
っ
て
い

た
。
そ
り
後
も
縮
細
業
者
は
数
を
増
し
、
是
浜
町
白
身
も
縮
嗣
生
産
に
大

き
な
役
割
を
し
め
る
よ
う
に
な
コ
て
い
っ
た
。

天
明
ゴ
一
年
六
月
に
、
前
記
の
ご
主
く
彦
根
藩
が
領
内
に
七
人
の
蹴
耳
年

行
司
を
新
設
す
る
や
、
長
浜
町
の
織
屋
連
は
、
こ
れ
ま
で
の
町
内
の
私
設

年
行
司
に
加
え
て
、
新
た
に
取
〆
役
の
新
設
を
願
出
た
。

『
乍
恐
以
書
付
御
願
奉
申
上
侯

(
前
略
)
長
浜
町
立
義
ハ
、
是
迄
仲
間
之
内
年
行
司
有
之
、
機
数
な
ど
吟

味
仕
、
御
印
抜
な
E
之
儀
厳
敷
盤
穿
仕
侯
故
、
先
年
被
為
仰
付
候
御
定
法

相
化
問
侠
者
共
見
開
不
仕
候
縛
共
、
長
浜
町
之
義
は
機
職
之
者
家
数
多
御
座

候
故
、
此
上
万
一
樹
定
法
相
背
候
も
り
御
座
候
て
は
、
右
職
之
者
共
一
統

難
儀
迷
惑
仕
候
、
佳
之
此
度
郷
中
七
人
車
〆
之
者
共
エ
相
か
り
、
長
浜
町

ユ
て
も
車
〆
仕
度
奉
存
候
問
、
右
郷
中
七
人
之
者
共
同
様
ニ
弐
参
入
も
被

為
押
付
被
下
置
候
桔
奉
願
上
候
、
尤
難
波
村
林
介
・
庄
九
郎
ニ
も
相
談
之

上
御
願
奉
申
上
候
問
、
御
憐
感
を
以
願
之
通
被
為
仰
付
被
下
配
候
様
、
御

聞
奉
申
上
快
、
猶
亦
御
筋
方
様
一
一
も
梱
願
上
度
奉
存
俣
問
、
御
赦
免
祖
下

宿
候
様
辛
願
上
候
、
右
之
段
宜
被
仰
上
可
被
下
候
、
以
上

天
明
三
年
卯
七
月

長
浜
町
縮
緬
屋
中
惣
代



呉
服
町

神
戸
町

け

zr
t
古
川

金
尾
新
町

重

友

商

門

士
川
右
楠
円

七

右

情

門

善

四

郎

町

御

年

寄

衆

中

』

表
面
的
に
は
長
浜
町
に
も
縮
縞
織
を
す
る
者
が
多
く
な
っ
て
き

ιの
で
、

藩
の
統
制
を
破
る
者
が
出
て
は
い
け
な
い
か
ら
、
長
浜
町
で
も
農
村
と
同

じ
よ
う
に
、
取
〆
役
を
増
設
し
て
ほ
し
い
之
一
百
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

実
は
取
〆
役
の
増
加
に
よ
っ
て
既
得
権
を
守
る
と
共
に
、
お
く
れ
て
生
産

に
乗
悼
し
た
長
浜
町
の
町
人
生
産
者
が
、
彦
根
藩
の
統
制
を
破
ら
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
京
都
市
場
へ
の
専
売
参
加
に
お
く
れ
会
取
ら

な
い
こ
と
を
、
望
ん
だ
り
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
願
書
は
長
浜
町
年
寄
り
古
川
三
左
衛
門
、
安
藤
九
右
衛
門
、

F
村

藤
右
衛
門
か
ら
、
北
筋
辛
行
所
あ
て
に
己
月
一
一
一
日
に
提
出
さ
れ
た
。
だ

よ

μ『
以
古
利
申
達
候
、

然
は
先
達
て
長
沼
縮
刷
雇
願
書
指
出
し
候
エ
付
、
御
筋
方
へ
御
対
相
批

遊
候
得
共
、
郷
中
之
設
は
御
年
貢
縮
め
ん
ニ
有

ι候
得
共
、
長
浜
町
之
義

は
御
年
貢
縮
緬
一
一
無
之
候
え
ば
、
指
障
り
JL
筋
ゐ
之
供
一
一
什
、
願
書
御
干

ケ
被
選
候
問
、
其
旨
申
波
町
有
之
院
、
併
uiz
迄
之
通
、
長
一
院
町
之
内
ニ
年

行
司
仕
担
、
相
改
之
義
ハ
是
迄
之
通
指
置
可
申
幌
、
右
依
被
仰
渡
相
渡
し

則
願
書
井
一
工
行
方
添
書
指
艮
し
巾
位
、
以
上

長
浜
梢
細
機
業
の
専
売
と
株
仲
間

天
明
三
年
卯
七
月
サ
五
日

円

人

町

年

寄

衆

中

』

す
な
わ
ち
農
村
の
縮
緬
は
「
御
年
貢
縮
緬
」
、
つ
ま
り
農
業
に
お
け
る
年

貢
米
収
納
に
代
る
も
の
と
し
て
の
忠
義
を
持
っ
て
い
る
が
、
長
浜
町
は
特

別
免
税
地
お
よ
び
町
人
領
よ
り
な
ッ
て
お
り
、
御
年
貰
の
代
り
唱
と
い
う
意

味
を
持
ち
え
な
い
の
で
一
、
取
〆
役
を
新
設
し
て
統
制
を
強
化
し
て
は
不
都

合
が
起
る
と
の
理
由
で
、
こ
れ
ま
で
通
り
町
内
の
私
設
年
行
司
に
よ
る
統

制
を
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
長
浜
町
町
織
崖
と
、
難
波
村
の
織
元
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う

で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
彦
恨
婚
は
結
局
そ
り
後
に
長
浜
町
に
も
株
仲
間
を
結

成
さ
せ
た
の
で
あ
る
が
、
次
の
文
書
は
年
代
不
詳
で
あ
る
が
、
長
浜
町
の

株
仲
間
結
成
直
前
の
も
の
で
あ
り
、
亡
の
関
係
を
あ
る
程
度
示
し
て
い
る
。

「
乍
恐
以
書
付
御
願
事
申
上
位
候
、

長

浜

町

納

緬

屋

中

一
、
此
度
難
波
村
林
介
芹
九
郎
方
よ
り
御
町
札
相
渡
し
申
度
山
二
て
、

先
月
廿
四
日
よ
り
廿
六
日
起
ニ
柏
町
Ln

印
市
持
参
致
し
、
右
御
印
札
御
頂
戴

申
候
様
之
姐
文
被
指
越
候
得
共
、
当
町
欄
印
札
と
申
儀
新
規
之
事
一
一
候
え

ば
、
先
ニ
惣
代
」
L
者
一
一
同
人
右
縦
波
村
へ
は
い
見
に
幸
り
候
処
、
卒
所
一
-

御
諦
難
申
御
印
礼
匝
s

候
、
則
御
印
札
別
紙
一
一
写
辛
入
御
覧
候
、
当
郷
ヘ

右
印
札
新
規
一
一
仰
頂
戴
仕
候
て
、
何
分
末
々
離
ケ
納
事
と
も
出
来
可
刊
と

奉
存
候
、
何
卒
先
規
之
通
り
ニ
て
相
済
申
棟
、
幾
重
に
も
奉
願
上
供
、
依

第
八
十
七
巻

ノ、

第

号

巳



長
浜
縮
縮
機
業
の
専
先
と
株
仲
間

之
其
魁
意
左
一
三
幸
市
上
候
、

一
、
当
町
之
義
は
売
買
取
方
ヲ
以
渡
世
日
未
り
し
故
、
是
与
口
御
役
所
様

之
奉
一
車
御
赦
免
、
御
定
法
之
御
趣
被
為
仰
渡
、
急
度
相
守
難
有
職
布
出
精

仕
来
り
候
、
然
る
所
此
度
御
印
札
前
御
頂
戴
M
U
候
て
は
、
難
波
村
両
家
之

下
職
相
成
り
ハ
後
絶
〉
』

織
元
よ
り
長
浜
町
の
織
犀
た
ち
に
印
札
古
渡
L
、
株
仲
間
を
結
成
さ
せ

て
織
元
の
支
配
下
に
お
こ
う
と
し
十
の
で
あ
る
が
、
長
浜
町
の
織
屋
た
ち

は
「
何
分
末
々
難
ケ
鋪
事
と
も
出
来
町
仕
」
を
理
由
と
し
て
、
新
規
の
印

札
下
付
を
拒
否
し
、
特
別
免
税
地
内
特
権
地
域
で
あ
る
長
浜
町
が
、
株
仲

間
の
結
成
に
よ
り
「
難
波
村
両
家
之
下
職
相
成
」
る
こ
と
に
反
対
の
志
向

を
示
し
た
の
で
あ
る
。
寸
な
わ
ち
長
浜
の
町
入
手
工
業
者
た
ち
は
、
取
ノ

役
を
増
設
し
て
彦
根
藩
の
支
配
に
服
従
す
る
こ
と
を
欲
し
な
が
ら
、
一
方

で
は
在
郷
縮
縮
機
の
統
制
者
で
あ
る
、
農
村
の
織
元
に
従
属
す
る
一
」
と
に

反
対
し
た
り
で
あ
る
。

し
か

L
彦
根
藩
は
結
局
、
長
浜
町
に
も
印
札
を
下
利
L
、
織
元
な
ら
び

に
年
行
司
に
よ
る
統
制
政
筑
を
と
る
に
い
た
っ
た
。
つ
ぎ
の
文
書
は
戊
と

記
年
し
て
あ
る
だ
け
で
あ
る
が
、
巴
平
和
三
年
の
文
書
に
『
御
吟
味
之
土
、

先
達
て
郷
町
共
縮
制
機
屋
株
御
定
」
と
あ
る
の
で
、
享
和
二
年
(
成
年
)

で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
主
考
え
ら
れ
、
郷
中
な
ら
び
に
長
浜
町

の
株
仲
間
結
成
に
際
し
て
、
新
し
く
発
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

『

時

渡

昌

一
、
御
年
貢
縮
削
機
時
之
も
の
L

匹
、
在
来
之
一
目
方
近
A
1
不
メ
り
に
和
成
、

第
八
十
七
巻

プ宍

四

第一-一号

U 
四

難
波
之
筋
有
之
由
、
依
之
郷
巾
並
長
浜
町
共
機
札
頂
拙
致
度
段
、
機
元
並

年
行
可
共
よ
り
相
同
院
に
付
、
開
之
通
夫
ム
ペ
機
札
相
渡
候
問
、
称
以
古
来

よ
り
申
渡
之
趣
心
得
迅
無
之
様
、
仲
ケ
問
之
者
共
示
合
可
致
渡
世
候
、

て
機
一
五
井
年
行
司
之
も
の
共
は
、
別
て
厚
相
心
得
、
破
法
之
義
無
之
様

相
一
部
可
申
幌
、
万
一
一
市
堵
之
も
り
有
之
伎
は
ば
、
且
速
可
相
訴
侯
、

一
、
毎
年
正
月
!
日
役
人
難
波
村
へ
指
越
、
ム
内
来
よ
り
趣
害
之
趣
為
読
閣

可
申
候
問
、
其
回
同
相
心
得
、
不
参
致
間
取
候
、
他
傾
に
有
之
難
波
村
懸
ケ

機
之
者
共
儀
も
、
是
又
同
様
之
事
に
候
閥
、
民
旨
可
相
心
得
候
、

右
之
趣
串
渡
供
者
也

成
正
月例

国
産
方

雄
被
村
縮
縮
機
一
五

同
級
屋
か
た
へ
。
』

す
な
わ
ち
長
浜
町
、
と
郷
中
(
天
明
一
一
年
に
燕
餌
株
仲
間
を
結
成
さ
せ
る

旨
の
文
書
が
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
大
分
お
く
れ
た
も
の
と
臥
わ
れ
る
)

に
機
札
を
下
付
し
て
株
仲
間
を
結
成
さ
せ
、
統
制
に
反
す
る
者
が
あ
れ
ば

織
元
な
ら
び
に
年
行
司
が
訴
え
出
、
毎
年
正
月
一

O
Eに
は
彦
根
藩
の
役

人
が
難
波
村
に
米
て
、
宝
府
一

O
年
の
定
書
を
全
織
崖
に
読
聞
か
せ
る
こ

と
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
今
ま
で
は
皆
札
方
(
落
札
を
扱
う

役
所
)
と
北
紡
奉
行
所
な
ら
び
に
代
砧
所
で
扱
っ
て
い
た
専
売
行
政
を
、

「
国
陸
方
」
と
い
う
晴
売
担
当
の
新
機
関
を
作
っ
て
全
面
的
に
移
譲
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
欝
旬
長
沢
町
の
全
て
の
織
尾
に
た
い
す
る
、
彦
根
講
の



専
売
機
構
な
ら
び
に
そ
の
下
級
担
当
者
、
と
し
て
の
「
織
元
」
の
支
配
態
勢

が
、
完
成
し
た
と
い
え
る
で
あ
る
う
。

そ
し
て
寛
政
一

O
年
の
頃
に
は
、
京
都
で
販
売
さ
れ
る
専
売
商
品
と
し

て
の
縮
緬
は
、
八
千
巻
か
ら
一
万
ゴ
一
千
巻
に
達
し
た
。
だ
が
寛
政
一
一
年

に
彦
根
藩
は
糸
真
綿
・
布
な
ど
の
諸
産
物
と
共
に
、
縮
緬
を
政
物
色
し

て
京
部
丸
太
町
の
藩
邸
に
収
納
し
、
入
札
払
の
日
に
農
民
か
ら
蔵
数
料
と

し
て
、
銀
百
匁
に
つ
き
二
匁
を
徴
集
す
る
新
専
売
政
策
を
強
行
し
よ
う
と

し
た
の
し
か
し
仇
伯
織
屋
の
強
い
反
対
運
動
に
よ
り
、
蔵
敷
料
と
い
う
名

目
の
専
売
益
金
り
哨
徴
は
中
止
k
な
り
、
農
民
は
再
び
従
来
通
り
の
専
売

力
式
の
維
持
に
凱
歌
を
あ
げ
た

u

ノ、

結

び

宝
情
か
ら
寛
政
に
い
た
る
問
。
年
の
聞
は
、
代
官
所
織
一
耳
・
近
江
犀

と
い
う
専
売
機
僻
に
よ
っ
て
、
京
都
市
場
を
媒
介
と
し
つ
つ
、
臨
芽
的
利

潤
を
菩
積
し
て
向
八
刀
の
生
活
を
内
対
切
ろ
う
と
す
る
農
民
と
、
と
れ
を
統
制
し

て
専
売
誌
金
を
収
奪
し
よ
う
と
す
る
彦
根
藩
の
対
立
を
主
導
力
と
し
て
、

新
興
農
村
機
世
帯
ー
と
し
て
の
長
浜
縮
細
機
業
が
生
雄
力
を
高
め
て
ゆ
く
時
期

で
あ
っ
た
。
そ
の
中
心
に
あ
っ
て
農
村
内
部
に
お
け
る
統
制
者
と
し
て
の

役
割
を
果
し
た
の
が
、
「
織
元
」
H
H
「
織
屋
之
元
紡
」
の
林
助
と
庄
九
郎
で

あ
っ
た
。
彼
ら
は
次
つ
ぎ
に
結
成
さ
れ
る
他
領
落
傾
長
浜
町
の
株
仲

間
に
、
印
札
を
下
付
す
る
権
力
を
も
ち
、
仲
間
内
部
に
御
印
抜
な
ど
に
よ

る
専
草
作
選
反
習
が
現
わ
れ
た
場
合
は
代
泊
所
に
訴
え
問
、
玄
た
機
道
具
を

長
浜
縮
削
機
業
の
専
売
と
株
仲
間

取
上
げ
る
な
ど
の
役
目
を
持
っ
て
い
た
。
ま
た
結
制
一
巻
に
つ
い
て
印
料

銀
一
分
の
ほ
か
、
色
々
な
名
目
で
多
く
の
特
権
的
手
数
料
を
手
に
入
れ
て

い
か
。
こ
の
多
額
の
収
入
は
恐
ら
に
は
土
地
に
投
資
さ
れ
て
、
織
元
両
人

は
大
地
主
へ
と
成
長
し
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
過
程
は
明

ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
天
保
円
一
頃
に
織
元
林
助
の
分
家
林

右
衛
門
の
家
で
は
、
縮
緬
機
の
他
に
酒
器
油
の
醸
造
、
養
蚕
、
製
糸
、

蚕
種
製
造
、
農
業
と
七
種
の
兼
業
を

L
て
い
た
豪
農
で
あ
っ
た
事
実
に
よ

っ
て
も
、
こ
の
乙
と
は
容
易
に
想
保
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
縮
緬
乞
織
る
農
民
の
数
は
多
く
な
り
、
ま
た
プ
ル
ジ
ョ
ワ
的
分

解
も
あ
る
程
度
進
ん
で
い
る
の
に
、
彦
根
帯
。
専
売
機
構
に
基
本
的
に
反

対
す
る
よ
う
な
長
民
運
訂
酬
が
起
ら
ず
、
山
町
去
と
い
ラ
消
枢
的
抵
抗
や
、
京

都
問
昼
商
人
支
配
に
た
い
す
る
反
対
の
み

L
か
見
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
、

と
む
地
古
巴
入
組
支
配
に
土
る
農
民
の
勢
力
分
散
の
ほ
か
に
、
最
初
か
ら

良
村
内
部
に
局
地
的
市
場
を
持
ち
え
ず
、
京
都
と
レ
う
特
殊
な
局
限
さ
れ

た
市
場
に
、
彦
恨
藩
の
権
力
を
後
楯
に
し
て
割
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
、
品
F
進
絹
職
業
で
あ
る
長
浜
縮
緬
機
業
の
特
質
が
犬
き
な
要
因
で
あ

る
》
」
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
点
は
文
化
安
政
期
を
分
析
す
る
次
稿
に
譲
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〔
附
記
い
資
料
の
蒐
集
に
つ
い
て
は
、
長
浜
市
の
郷
土
史
家
で
あ
乙
中

村
林
一
氏
自
、
非
常
な
御
援
助
を
頂
い
た
。
こ
こ
に
岸
く
御
礼
申
し

上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
な
お
中
川
家
文
雷
は
、
浅
井
郡
大
郷
村
官
恨

の
中
川
長
左
衛
門
文
書
で
あ
る
。
(
一
ー
九
六

O

九

一

O
〉

第
八
十
七
巻

二
六
主

第
三
号

七
五


